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研究成果の概要（和文）：本研究では，知識・技能を統計教育の目標とするのではなく，統計教育に対する興味
や関心を高め，生涯を通して学び続ける態度を育成することを目指している。そのために、統計に対する態度を
評価する質問紙を作成した。大学版については、米国で開発されたSATS36を日本語化して、多くの先生方に活用
いただけるWebシステムを開発した。また、中学生版についてもSATSを参考にして質問紙を作成し、その特性を
調べて尺度化した。さらに中学生版については、実施の容易性の観点から質問項目数の削減を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aim to improve the statistical education method to 
increase interest and interest in statistical education and foster a lifelong learning attitude. We 
created questionnaires to assess attitudes towards statistics. For the university version, we 
translated SATS36, which was developed in the United States, into Japanese and developed a web 
system that can be used by many teachers. In addition, a questionnaire for junior high school 
students was also created with reference to SATS, and its characteristics were investigated and 
scaled. Furthermore, for the junior high school version, the number of questions was reduced from 
the viewpoint of ease of implementation.

研究分野： 統計教育

キーワード： 統計教育　態度の評価　質問項目の厳選　中学生　生涯学習　尺度開発
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、統計教育の改善を進める上で重要となる評価方法の確立を行った。質問紙の項目とそれを用いた尺
度の構成によって、今後の統計教育の改善を行う際の客観的な評価方法を共有できることの学術的な意義は大き
い。また、統計やデータサイエンスの分野は現在もさまざまな統計手法の開発が行われており、学校教育が終わ
った後も学びを続けていくことが求められる。統計に対する態度を評価項目として、統計教育の授業改善の試み
が今後も続けられることには社会的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
国内の研究の動向をみると，内容としては統計教育の実践報告や海外の統計教育の研究など

が活発に行われているが，理論的な研究は少なかった。一方、海外では統計教育の到達点に関す
る研究や，統計に対する態度、不安に関する研究などが活発に行われており、教育の評価尺度を
明確にした教育改善の研究が行われていた。日本においても、教育実践だけではなく、教育実践
と教育評価を結び付けた研究が求められていた。 
また、統計学自体がまだまだ発展途上であり，新しい概念や統計手法が次々と開発されている

ため，現在の知識や技能だけを学習するだけでは将来不十分になることが予想されることから、
学校教育卒業後も学習を継続していく意欲を持たせることも重要になってきていた。 
 
２．研究の目的 
これからの統計教育を考える際には，現在の知識や技能を教育するだけでは不十分で，今後開

発される新しい概念や統計的な手法をその都度学習していくことが求められるため、今後は生
涯学習を前提として，継続して統計を学習していく意欲やベースとなる基本的な概念をしっか
り身に付けることを目指した統計教育の改善が必要である。本研究では、統計を学び続ける意欲
を高めることを目的としている。具体的には、学習意欲を測定する基盤として、「統計に対する
態度」を測るための質問紙の開発やその特性を分析することによって尺度を開発し、尺度の基本
的な特性や日本の学生の統計に対する態度の特徴を明らかにする。また、そのような意欲を高め
るための授業改善を進めるための基盤づくりとして、統計教育の方法について検討を行ってい
く。 
 
３．研究の方法 
 生涯学習の基盤となるような統計教育を目指して，大きく統計に対する態度に関する研究と
統計的推理力に関する研究を並行して進める。 
統計に対する態度については，すでに海外ではさまざまな尺度の開発が行われており、その中

の大学生向けに作成されている Survey of Attitude Toward Statistics (SATS)調査票をベース
に研究を進めていく。SATS の日本語化に関しては、すでに取り組んでおり、日本語版 SATS を作
成している。そこで、本研究では，この日本語版 SATS の基本的な特性や日本の大学生の統計に
対する態度の特徴を明らかにする。SATS 調査票には，授業前の調査票と授業後の調査票があり，
授業前後の統計に対する態度の変化を調べることもできる。その特性を生かして、統計的な態度
の変化と授業方法との関連を調べ、授業改善に活用することを考えている。また、学習指導要領
の改訂によって、統計教育の充実が図られている中学生での統計教育の改善を目指して、中学生
版の統計に対する態度を測定する質問紙の開発とその特性分析を行い、尺度化を行う。 
また，統計的推理力については，学校教育における児童・生徒の統計的な推理力の現状を明ら

かにするとともに，職業として統計を活用する人々に必要となる統計的な推理力を明らかにす
ることを目指す。統計的問題解決プロセスの中で用いられる統計的な推理力の研究はまだ不十
分であり，授業改善のためにはこの部分が不可欠である。そこで，本研究では，まず小中学校で
の統計の授業を分析することで，統計的な問題解決の過程において，児童・生徒がどのような統
計的な推理を行っているのかを明らかにする。また，保健師を対象とした統計教育セミナーにお
いて，統計を活用する際に求められる統計的推理力を分析し，その特徴を明らかにする。さらに、
これら 2 つの関係を調べることで，統計教育において必要となる統計的推理力を明らかにし，
それを今後の授業改善に生かしていく。 
 

４．研究成果 
 「統計に対する態度」に関する尺度に関する研究については、2018 年度に作成した質問紙を、
ある中学校の生徒 306 人に調査を実施し、271 人から回答を得た。この結果に基づいて、因子構
造の分析や検証的な因子分析を実施し、2020 年 7 月に予定されていた国際数学教育学会の口頭
発表論文として提出した。この学会はコロナのため 1年後の 2021 人 7月に開催されオンライン
で口頭発表を行った。また、2020 年 11 月の日本数学教育学会では、簡便に調査ができるように
質問項目の厳選に関する議論を行った。さらに、再解析を行い、最終的には 17 項目からなある
中学生版の質問紙を開発した。また、大学生向けの日本語版 SATS36 については、Web を利用し
たデータ収集システムを開発し、その後改良を行っている。2020 年度段階で、「授業開始前」質
問紙には延べ１３５４人が、「授業終了後」質問紙には延べ１０７６人が回答をしていた。しか
し、その後コロナ禍により広報活動がうまくできずに、利用者数が伸び悩んでいたが、また、少
しずつ利用者数も増え始めてきた。その尺度を用いた授業改善への取り組みも始まっている。 
統計的推理力に関する研究は、中学生を対象とした研究として ICT を活用した授業実践の方

法や統計ソフトウエアの有効活用などの研究を進めるとともに単元全体の授業構成を考察した
り、カリキュラムマネジメントを行ったりしながら授業実践を進める方法などについて研究を
進めてきた。大学生を対象にした研究では、看護教育や獣医教育など実践的な統計教育での方法



の研究を行ってきた。これらの研究と「統計に対する態度」との関係を明らかにするような研究
については、今後の課題である。 
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